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１．はじめに
　「よろしくお願いします」「よろしくお伝えください」、など「よろしく」という日
本語表現は日常よく耳目にするものである。
　本稿はこのような「よろしく」表現を定型表現として扱い、定型表現「よろしく」
が多用されている理由、その根底にある「よろしく」表現の役割は何か、ということ
について考察するものである。日本語の特性を考察する時、異言語と対照することで
見えてくるものがあると考えられる。そこで、日本語を原文とする小説とその英訳を
対象とする日英語対照という方法によって、日本語表現、英語表現の各特徴の検討を
行い、それを通して、「よろしく」表現が日本社会で受用（受け入れて用いる）され
ていることの意義について考察する。
２．定型表現「よろしく」
　本稿で「よろしく」を定型表現として扱うことについて、最初に述べておこう。
　『国語学大辞典』（1999）第 10 版によると、「決まり文句」の意味を次のように記し
ている。
　ある場合に習慣的に使われる、型にはまったことば。無難であり、実
用上便利ではあるが、他方、新鮮味に欠け、没個性的であることが注
意される。
　これはまさに本稿で扱う「よろしく」に該当する内容となっている。しかし、「決
まり文句」というと「あいさつ表現」をその主要なものとし、範囲が広くなる。また、「あ
いさつ」とは言語生活という視点から捉えたものであることも考慮し、ここではその
範囲を絞り、「無難で没個性的な表現」といえる「よろしく」を「定型表現」として
論を進めていくこととする。
　定型表現は、「おはよう」や「こんばんは」のように一定の時間帯に使う表現とい
うようなものではなく、様々な時間に、また、場面によって使い分けられる表現であ
る。そして定型表現の大きな特徴は、習慣的に使われることで元の意味が意識されな
くなるために、その解釈がある程度、聞き手に委ねられるという点にある。
３．「よろしく」に関する先行研究
　「よろしく」表現はこれまで、どのように捉えられてきたのだろうか。「よろしく」
について述べられるとき、そのほとんどは「あいさつ」や「日本語教育」をテーマと
する論の一部として述べられている。次にそれらを紹介しておこう。
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　直塚玲子（1980）では、「よろしく」について、「日本語では、誰に、なにを頼むか
を明確にしなくても、『よろしく、たのむ』という日本語は立派に通用する。知的情
報はあいまいにしておく。そして、相手をたよりにしている、という心情的側面を強
調する表現が好んで使われる」(pp.84-85)と述べられている。
　森本哲郎（1985）ではパリ在住時の経験から「よろしく」について言及されている。
「よろしく」表現は「一見、相手の意志や判断を尊重する言い方のように思える」（p.17）
が、「責任を相手に転嫁させることによって、自分の責任をのがれようとする呪文で
はないか」（p.17）という見方をしている。
　堀江・インカピロム・プリヤー（1996）は、タイ人にとって、初対面の相手に「よ
ろしく」お願いすることは、卑屈すぎる、独立心がない、恥ずかしいと感じられると
述べる（p.54）。
　片岡義男（1999）は「なんらかの上下関係あるいは利害関係の場で仕事をしていく
とき、どの相手に対してもほぼ同じかたちで使うことの出来る、万能の決まり文句」
であると言い、さらに「自分と相手がそのような関係の中に身をおいていることの絶
えざる確認の手段」としても捉えている（pp.3-5）。また、氏家洋子 (2007)は「よろ
しくお願いします」系列のあいさつ表現を、「言わば、ウチ社会第二次集団のメンバー
になることの宣言に通じる」（p.109）と述べる。これらのことから「よろしく」表現は、
日本社会で生きる為に必要な表現として存在するのではないかと考えられる。
　さらに氏家洋子（2007）は「よろしく」は「相手を恩恵の供与者と認定し、恭順の
態度を示す。依頼行動に伴うあいさつ表現だが、初対面の使用は儀礼的なものとして
多少なりとも改まった状況で使われ、最近では私的な集まりでも自己紹介のあいさつ
ではこれが締めくくりの決まり文句となっている」（p.109）と述べている。
　以上の先行研究の記述からも分かるように、「よろしく」表現はその形式性の高さ
から、万能の決まり文句という評価がなされていることが見て取れる。定型表現は形
式性が高いため、その実質的意味の重要度は低くなるのだと考えられる。そして、形
式性の高さのほうに目を向けることが、多用ともいえる使用状況につながると言える
のである。では、実質的な意味の方に目を向けると定型表現「よろしく」はどのよう
に考えられるのだろうか。この、形式性に隠れた実質的意味に目を向けることで、本
稿での目的である日本社会における定型表現「よろしく」の多用性の意義を見出せる
と筆者は考えるのである。
４．日英語対照研究に見る「よろしく」
　高橋潔（2002）、高橋寿夫（2005）は「よろしく」表現について、その英訳を用い
て分析している。日英語対照を行う前に、この 2人の見解を見ておこう。
　高橋潔（2002）は、外国語学習において母語にはあるが外国語にないとき、それは
表現する必要がないのだが「それを言わないとどうも落ち着かない、そして、何か類
似した表現を言いたいのだけれども、それがなかなか的確に見いだせないということ
が起こってくる」(p.2)場合があると述べ、「よろしく（お願いします）」はまさにそ
のような代表的な表現だとしている。そして「話者が相手に『よろしく』と言う場合
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に裁量権を与えることで相手の負担を軽減している」（p.5）とし、「よろしく」を使
うのは配慮のためであるとする。
　また高橋潔氏は、「Wierzbickaの意味論・文化論」の枠組みを利用し、「よろしく」
のもつ意味について論じている。そして、「よろしく」について、「具体的になにをす
るかは相手に任せて話者は何もする必要がないが、必ずいい事をしてもらいたいとい
うよりは、少なくとも悪いことが話者に起こらなければよい」（p.5）のだと解釈でき
ると述べ、次の形式を用いている。
　　よろしく（お願いします）。
(a)Xが Yに「よろしく」と言うとき、Xはこんなことを考えている。
(b)　私は Yに何かをしてほしい
(c)　何をするかは Yに考えてほしい
(d)　私にとって悪いことは何も起こらない
(e)Yは Xに対して何かをすることができる
　上の形式は、「(a)-(d)は Xが Yに「よろしく」というときの心理を表すもので、改
行して (a)の内側についている (b,c,d)は心理の内容を表わしたものである。(e)は「よ
ろしく」の前提や含意を表わしており、この上の形式が「よろしく（お願いします）」
の中核的な意味になっていると高橋氏は述べる (高橋 2002p.5)。
　以上のように、「よろしく」と使うとき、この表現には相手に「裁量権を与える」、「少
なくとも悪いことが話者に起こらなければよい」という要素や心理があることが分か
る。依頼の内容を詳細に示すことなく「よろしく」表現を使用した依頼の言語行動を
行うことで、相手に配慮しながらも自らの依頼が叶えられやすくなるのがこの表現だ
といえる。
　では、高橋寿夫 (2005)は「よろしく」についてどのように述べているのだろうか。
　まず、「よろしく」について「実に簡潔で、当たりの柔らかな『依頼』の表現として、
また座りのよい『結び』のことばとして重宝され、日常生活で多用されているが、英
語では厳格な意味での同等表現は見当たらない」(p.2)と述べている。そして「よろ
しく」の使用心理を観察することで、日本人特有の国民性が見えるとし、論を進めて
いる (p.2)。
　「よろしく」に対応する英語については、「『よろしく』の英語には前後関係を考え
て意訳したり省略したりすることが求められる」(高橋 2005p.4)と述べ、「よろしく」
を挨拶・伝言・依頼の 3つのカテゴリーに分類している。カテゴリーを 3つに分類
してはいるが、挨拶・伝言というのは適応範囲が狭いため、「使い勝手のよい『依頼』
の表現として捉えたい」(p.4)とも述べている。
　さらに、「多様な意味・意図を内包するという、その曖昧さゆえに、『よろしく』に
意図された真意の解釈はある程度聞き手に委ねられている」(p.6)と述べており、こ
のことは先述の高橋潔氏が「相手に裁量権を与える」と述べたことと一致する。
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５．日本語の現代小説に見られる「よろしく」とその英訳
　本節では日本語原文の現代小説に見られるとその英訳に基づく対照研究を行う。先
述の高橋寿夫氏による分類、挨拶・伝言・依頼の 3つのカテゴリーを用いて対照する
ことにしたい。
　その前に、まず「依頼」をどう捉えるかについて触れておく。依頼を「話し手（依
頼者）が聞き手（被依頼者）に何らかの行為の実行を発話によって求めること」(中村・
阿久井 2004p.99)とすると、「挨拶」時の「よろしく」表現の使用は初対面、あるい
は自己紹介時、今後の良好な関係の維持を希望する表現であり、何らかの行為の実行
は求めていないといえる。そのため、高橋氏による「挨拶」という分類は初対面時に
使用されるものに限定した「あいさつ」という使用状況として、依頼とは分けて考え
ることとする。これは実質的な行為を求めていない点で形式性が高く、意味の実質性
は低いものだと言える。
５．１．日英語対照研究における分析対象作品
　日英語対照研究に入る前に、今回使用した作品を紹介しておきたい。なお、使用作
品については、現代語作品において邦文の英訳があるもの、「よろしく」表現が使用
されている作品という条件で、時間の制約内で選んだ結果がこれらの作品である。次
に示すものが分析対象作品である。
吉本ばなな『キッチン』新潮文庫　2002　新潮社（1988 福武書店）
『KITCHEN』Banana Yoshimoto Translated by Megan Backus 1993 Published in the 
USA by Grove Press
吉本ばなな『満月―キッチン 2』新潮文庫　2002　新潮社（1988 福武書店）
『KITCHEN』Banana Yoshimoto Translated by Megan Backus 1993 Published in the 
USA by Grove Press
吉本ばなな『TUGUMI つぐみ』中公文庫　1992（初版）2001（20 版）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中央公論新社（1989 中央公論社）
『GOODBYE TSUGUMI』Banana Yoshimoto Translated by Michael Emmerich 2002 
Published in the USA by Grove Press, New York
村上春樹『海辺のカフカ上・下』新潮文庫 2005 新潮社（2002 新潮社）
『KAFUKA ON THE SHORE』Haruki Murakami by Philip Gabriel2005 Published 
by Vintage
宮部みゆき『火車』新潮文庫　1998　新潮社文庫（1992 双葉社）
『ALL SHE WAS WORTH』Miyuki Miyabe by Alfred Birnbaum 1999 First Mariner 
Books edition
５．２．「挨拶」の際に使われる「よろしく」
　「あいさつ」に分類される用例として次のものが挙げられる。筆者が行った日英語
対照研究では 2例得られたのだが、表現が似ている為、ここでは 1例のみ挙げること
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とする。
(1)　「初めまして。」
　　とほほえみ返すのがやっとだった。
　　「明日からよろしくね。」と彼女は私にやさしく言うと雄一に向き直り・・・
（吉本ばなな『キッチン』p.18 ℓ .15-p.19 ℓ .16）
“How do you do,” I replied at last, smiling back at her.
“We’re so pleased to have you here,” she said to me warmly, and then, turning to Yuichi,
…
（Megan Backus訳 KITCHIN p.11 ℓ .22-ℓ .25）
　(1)の下線部について、原文の表現は「明日から」と今後継続的に仲良くやってい
こうという意志が感じられるのに対し、英訳の表現は今の喜びを表わすことのほうに
重点を置いているように感じられる。原文の「明日からよろしくね」というのは、共
同体の一員として出迎える、受け入れる意味を表わす表現であり、これは英語にはな
い発想のため、英訳では喜びを表わす表現にしたと推定される。
　小林祐子 (1980)は英語表現について、「人間関係が今後どう発展するかまったく未
知の状態」(p.45)では、このように未知ではない、今の喜びを表わすしかないのであ
ると述べる。つまり、初対面のあいさつ時に用いる「よろしく」表現の持つ発想が
英語的発想にはないということであり、この「よろしく」を英訳するときには “Very 
glad to meet you”のような喜びの表現にせざるをえないと考えられるのである。
５．３．「伝言」の際に使われる「よろしく」
　ここでは全 4例を示す。
(2)　（えり子の手紙）
　　なんだかみかげにとても会いたい。あの子も大切な私の子よ。
　　ああ、とってもおセンチな気分よ。
みかげに、どうぞよろしく。男の子の前で足の毛を脱色するのはよしなさいって
言っといて。みっともないからね。あんたもそう思うでしょう？
（吉本ばなな『満月―キッチン 2』p.75 ℓ .12- ℓ .15）
　　I yearn to see her again.  She, too, is a very precious child of mine.
Sentimental of me, isn’t it?
Please tell her I said hi.  And tell her to stop bleaching the hair on her legs in front of 
boys.  It’s indecent.  Don’t you think so?
（Megan Backus訳 KITCHIN p.53 ℓ .3-ℓ .8）
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(3)　「つぐみ、大変だったんだって？」
　　私は言った。
「うん、でも今はもうそうとう元気みたいだよ。一時は面会謝絶になんかなって
さ、ひどかったのにね。あわてたよ」
　恭一は言った。
「よろしく言っといて。……ねえ、恭一はつぐみが山に引っ越したら、自然と別
れちゃうと思う？」
（吉本ばなな『TUGUMIつぐみ』p.221 ℓ .13-p.222 ℓ .7）
“I hear things were pretty bad with Tsugumi,” I said.
“Yeah, but she sure seems to be in awfully good shape now,” Kyoichi said.  “I don’t get it 
at all.  I mean, for a time they weren’t even letting her have visitors or anything, you know, 
that’s how bad things got.  It sure gave me a fright, let me tell you.”
“Well, give her my best, will you?  We didn’t get to talk much,” I said.  And then, very 
smoothly, the question slipped from my mouth.  “Kyoichi?  … 
（Michael Emmerich訳 Goodbye Tugumi p.180 ℓ .9-ℓ .18）
(4) 　警察官はむずかしい顔をして、用紙にメモをするふりをした。「わかりました。
そのように書いておきましょう。当人は、補助がうち切られないことを希望して
いる、と。これでいいですね」
　 「けっこうです。お巡りさん、ありがとうございました。お手間をとらせました。
知事さんによろしくお伝えください。」
　「伝えておきます。だから安心して、今日はゆっくりとお休み」
（村上春樹『海辺のカフカ上』p.355 ℓ .2-7）
Looking displeased, the policeman pretended to ﬁll out form.  “I understand. I’ll write it 
down just like that:  The person in question desires that his subsidy will not be cut off.  Is 
that right then?”
“Yes, that’s ﬁne.  Much obliged. Sorry to take up your time.  And please say hello to the 
Governor for me.”
 “Will do .  So don’t worry, and just take it easy today, OK?”
（Philip Gabriel訳 KAFKA ON THE SHORE pp.179 ℓ .36-180 ℓ .5）
　(2)から (4)で取り上げた文は「伝言」として分類される。「伝言」の時は、(2)の“hi”、 
(3)の“my best”、 (5)の “love”のように伝えてほしい気持ちの内容や程度が異なって
いると考えられる。また、(2)では「みかげに、どうぞよろしく」と伝言を依頼した後、
「男の子の前で足の毛を脱色するのはよしなさいって言っといて。」と「よろしく」の
具体的内容と目されるものを続けている。また、(3)の英訳部分では、“Well, give her 
my best, will you?”のあとに“We didn’t get to talk much”と続いているが、この後半
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の表現は原文には書かれていない。これは日本語の「よろしく」に含まれるものとし
て、より具体的な内容の英語表現が付加されたものだと言える。
　次の分類にも関係することだが、伝言は自分の伝言を他者に託す場合と他者からの
伝言を自分がその相手に伝える場合とがあり、(2)から (4)の表現は前者の方、つま
り他者に伝言を託す「依頼」に含まれるものである。次の (5)の文は託された伝言を
当の相手に伝える場面での「よろしく」である。
(5)　「おまえ、すっかり地元っ子に戻ったなあ、黒くなって」
　　「お母さんは？」
　　「やっぱり遠慮するってさ、家でのんびりしているよ。よろしくって言ってたよ」
（吉本ばなな『TUGUMIつぐみ』p.120 ℓ .14-p.121 ℓ .5）
“Turned into a local again, I see.  Got a tan and everything!”
“How’s Mom?”
“She decided to stay away, just like she said, so she’s just relaxing at home.  Said to give 
you her love.”
（Michael Emmerich訳 Goodbye Tugumi p.99 ℓ .30-p.100 ℓ .3）
　用例 (2)から (4)は伝言の依頼であった。これらの原文を見ると、(2)「みかげに、
どうぞよろしく」のように、自分（話し手、ここではえり子）が第三者（ここではみ
かげ）を気遣っている、気に留めているということを示している。このように「よろ
しく」とのみ言うとき、具体的な依頼内容はないのだと考えられる。日本語では「よ
ろしく」という表現を使うことでその場にいない第三者とも良い関係を保つことがで
きるのである。また、用例 (4)のように、重要な依頼をするときにも「よろしく」を
使う。これは、第三者（ここでは知事）への大切な願いを聞き手 (警察官 )からよく
よく伝えて欲しいという心理状態のときに用いる「よろしく」であり、先の第三者を
気に留めている用法とは異なる。このように同じ「よろしく」表現にも異なる心理が
こめられていることは注目すべきである。一方、英訳を見ると、(2)では “Please tell 
her I said hi”、「彼女に私がヤアと言ったと伝えてください」と伝言であることが明示
されている。他の用例においても、“hi”の部分が “my best” “hello”などに変わる程
度である。用例 (4)のような依頼の重要度が高いものまでも英訳では “hello”なので
ある。これらをみると、「よろしく」表現の中に話し手のどのような心理が込められ
ているかまで理解されていないまま英訳がなされているといえる。
５．４．「依頼」の際に使われる「よろしく」
　ここで挙げるのは全 4例である。
(6)　「とにかく今晩、七時頃うちに来て下さい。これ、地図。」
　　「はあ。」私はぼんやりそのメモを受けとる。
　　「じゃ、よろしく。みかげさんが来てくれるのを僕も母も楽しみにしてるから。」
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（吉本ばなな『キッチン』pp.12-13）
“In any case, why don’t you come over tonight around seven?  Here’s the directions.”
”Okay…”  I said vacantly, taking the slip of paper.
“All right, then, good.  Mom and I are both looking forward to your coming.”
（Megan Backus訳 KITCHIN p.6 ℓ .20-ℓ .24）
(7)    「じゃあ決まった。待ってるからな、おっと、うちのばばあがお前の母親としゃ
べらせろって言って、階段上がってきた、よろしく」あわてたつぐみがそう言っ
たので、
　　「うん、代るわ」
　　と、私は母を呼んだ。
（吉本ばなな『TUGUMIつぐみ』p.60 ℓ .14-p.61 ℓ .5）
“Right, that’s that then.  We’ll be waiting.  Ah…hold on, the old hag is hollering at me 
that she’ll beat me up if I don’t let her talk to your mom.  She’s just come up the stairs. 
Well, talk to you later,” Tsugumi said, speaking very rapidly.  I said that I would get my 
mother, and called her to the phone.
 
(8)　「つまり、彼女はあなた方に黙ってここを出ていったんですか？」
　 　信子は強くうなずいた。「書置きがありましてね。辛いことばっかりあるから、
東京を離れて、新しい土地で一からやり直したい。だから、古いものはみんな置い
ていくので、よろしく処分してください――そんなようなことが書いてあったわ
ね。
（宮部みゆき『火車』p.147 ℓ .6-ℓ .10）
Honma leaned forward.  “She go without saying anything?”
Nobuko gave a ﬁrm nod.  “She left a note.  Said she’d had nothing but bad luck, so she 
was leaving Tokyo to make a new start.  Asked me to just go ahead and dispose of her 
things.  Well, I tell you-we’ve been in this business a long time, but that’s the ﬁrst time I 
had a tenant do that.”
（Alfred Birnbaum訳 ALL SHE WAS WORTH p.81 ℓ .16-ℓ .21）
(9)   よほど、本間に市木かおりと話をしてほしくないのだろう。かといって、露骨な
妨害工作をしているような様子は見えないし、悪意は感じられない。妙な男だ。
　 「明日になったら、ちゃんと電話してみますよ。とにかく。報告をありがとう。あ
なたにも、もういくつか訊きたいことがあるんですが、そのときにはよろしく」
（宮部みゆき『火車』p.482 ℓ .13-ℓ .16）
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It almost sounded as if he didn’t really want Honma talking to her.  But he hadn’t set up 
any obvious obstacles, nor did he seem particularly devious.  Strange man.
“I’ll give her a call tomorrow.  Anyway, thanks for checking in.  I may need to get in 
touch again later, if anything crops up.” 
（Alfred Birnbaum訳 ALL SHE WAS WORTHp.249 ℓ .23-ℓ .28）
　以上 (6)から (9)は高橋寿夫 (2005)分類中の「依頼」に属するものである。
　(6)は特に場面把握が必要なところである。吉本ばなな作『キッチン』のこの場面
は唯一の親戚である祖母に死なれ、たった一人になってしまった主人公みかげに対し、
同じ大学へ通う雄一という青年が家で一緒に暮らさないかと誘ってきた場面である。
そこで、みかげが半ば強引に雄一の家への地図を手渡された際の雄一とみかげの会話
である。ここでみかげは「はあ。」とぼんやりメモを受け取っている。そして雄一が
「じゃ、よろしく。」と言う。英訳では「はあ。」にあたるのは“Okay…”であり、「じゃ、
よろしく」に当たるのは“All right, then, good.”である。 みかげの“Okay”への応答
として “All right”と言い、「じゃ、」の英訳が“then”だとすると、「よろしく」の英
訳は“good”となるかに見えるが、この「よろしく」の英訳としての“good”を辞書
で見つけることはできそうにない。英訳が場面や状況によって異なる表現を取るとい
うことを顕著に表わした文だといえる。
　“good”にはどのような意味があるのだろうか。英英辞典によると、
(10)　 [good]:  interjection（間投詞、感嘆詞）
Good is often used on its own to show that you approve of or are pleased with 
something:  ‘Helena has agreed to help us.’  ‘Good.’
（『テェンバーズエッセンシャル英英辞典』1998 プレンティスホール出版）
とあり、是認や承認、また、意味や喜びや満足の意を示すのに使われる。したがって、
(6)で見られる“good”はみかげが”Okay…”と地図を受け取ったことを話し手雄一
が認め、満足したという意を表す。つまり、英訳においては雄一はみかげではなく自
分自身に自分の気持ちを述べている、言い換えれば、心内発話をしてるということに
なる。「よろしく」を「自己の内での確認」と捉えていると言えよう。
　もう一度原文に立ち戻ると、この場面では「よろしく」の後に続く「みかげさんが
来てくれるのを僕も母も楽しみにしてるから」という部分が「家に来てくれ」という
ことについて念を押していると考えられる。このような意味として「よろしく」を捉
えるならば「（家に来るかどうか）あなた（みかげ）の良いようにして。でも私たち
は家に来てくれることを望んでいます」となるのではないか。日本語母語話者には「よ
ろしく」を自分に向かって言うという認識はなく、それよりは相手（ここではみかげ）
への「念押し」だということになる。一方、英語文化ではこのような状況に対応する
表現を持たないのだと考えられる。
　次に (7)についてみると、ここでも「よろしく」の捉え方に日英でずれが見られる。
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この場面は電話による会話で、「よろしく」と言うのはつぐみという少女であり、原
文の「私」は主人公のまりあを指す。原文を見ると、この「よろしく」は話者である
つぐみの母親がまりあの母親と話したいので電話を代るようにつぐみに求めたため、
まりあに対し、まりあも自分の母親に電話を代るよう依頼しているという「依頼」の
場面である。まりあがつぐみに会いに行くことを約束した「じゃあ決まった。待って
るからな」のところで 2人の会話は一段落ついていると原文では読み取れる。しかし
この「よろしく」に対応する英訳は “Well, talk to you later”であり、「じゃあ、あとで
話そう」となっている。英語では「依頼」でなく、形式的な「別れの挨拶」、または「念
押し」と解釈したけ結果、作られたものと考えられる。よって、ここでも日本語とそ
の英訳が対応しているとは言い難い。
　(8)の原文「よろしく」を見ると、(6)(7)とは少し異なり、「よろしく処分して」と
あるように「処分する」という「何をどうする」依頼であるかの具体的内容を示し、
では「どのように処分する」かの、「どのように」というその方法を相手に委ねたも
のである。つまり、これは具体的内容を示した依頼なのである。単に「処分してくだ
さい」と言うだけでも通じる文を「よろしく」を用いて依頼するのは相手の履行の負
担が大きくならないようにする配慮だといえる。それは「処分してください」だけで
は直接的なあまり、命令を思わせる言い方になるからである。「よろしく」を用いて
直接的な表現になるのを避けるのは、そうした方が依頼が叶えられやすいからとも考
えられる。先に見た (6)(7)の「よろしく」は依頼する内容について具体的に述べてい
ない。
　また (8)の「よろしく」に対応する英語は “go ahead”であり、相手に任せている
点で原文と一致するといえる。
　続いて (9)の表現について見てみると、この宮部みゆき氏の『火車』という作品は
警察官の本間がその身分を隠して人探しをする物語である。(9)に示しているのは電
話での会話の一部で、話者は本間である。原文を見ると「もういくつか訊きたいこと
があるんです」と明言しているのに対し、英訳では “may”を用いて可能性で述べさ
せている。原文の「そのときにはよろしく」という言い方は「あなたを訪ねていった
ときは、ちゃんと質問に答えてくださいよ」といった内容であり、これは依頼、もし
くは念押しだと言える。また、原文では訪ねていくことは決めている様子を窺わせて
いるのに対し、英訳では if節を用いていることから、訪ねるかどうかは明確にして
いないと捉えられる。英訳に “get in touch”が使われていることから、ここでは「連
絡する」という言い方にしておいたほうが多くの意味を含み、便利だと考えてのこと
であると見ることも可能である。したがってこれは依頼時の「よろしく」であると共
に「予告」の要素を持った「よろしく」であると言える。
　以上、日英語を対照させての検討により、日本語の「よろしく」表現は英語に訳し
難く、そのため、「よろしく」の使用状況というよりはその場面や前後関係において
英語文化で用いられる言語表現を用いて訳されていると推定できる。「よろしく」と
いう一語に対して、英訳は多様であった。一方、日本社会では「よろしく」に何種か
の心理が込められているが、それを状況に応じて理解することができるため、「よろ
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しく」という一語が様々な場面で使用されるのだといえる。
６．日本語表現「よろしく」とその英語訳に見るそれぞれの特徴
　中村平治 (1988)は依頼表現に関して、日本語では依頼の内容に関わらず、上位に
対しては丁寧で緩和的な、下位に対してはぞんざいで直接的な言い方をする傾向があ
ると述べ、それに対し英語では、依頼の表現は相手との関係の上下ではなく、依頼内
容の「迷惑」をかける度合いで表現を変えると述べている (p.38)。この点から見ると、
前節で取り上げてきた用例「よろしく」は英語訳で見ると全て迷惑をあまりかけない
依頼と取れることになる。日本語原文の「よろしく」には、迷惑をかけるという意識
があるからこそ使っているものもある。例えば (5)は、村上春樹作『海辺のカフカ』
からのものであるが、ナカタが警察官に言った、補助を打ち切らないよう知事に伝え
て欲しい、という依頼内容が込められた「よろしく」は、「迷惑」の度合いで言えば
高いと考えられる。しかし、英語では “please say hello to the ~”である。 “please”と言っ
ていることから丁寧さはあるといえるが “hello“と言ってくださいというのでは依頼
内容の重要さが読み取れない。
　依頼するとき、その内容が相手の負担を大きくするものであるほど間接化した表現
になるが (岡本真一郎 1997)、日本語の場合は、その間接化が依頼内容を詳細に述べ
ないという方法をとると考えられる。そして「よろしく」をつけることで依頼である
という事実は明確にしていると言えるのではないだろうか。それに対して英語では依
頼内容は詳細に述べなければならない。間接化の方法は表現を変えたり、付加したり
することで配慮の度を変えているのであり、依頼内容はあくまで明確に伝えるのが英
語の特徴だと言える。
　この日本語表現・英語表現の各特徴は、それぞれ「聞き手責任」・「話し手責任」の
言語表現だということができる。「聞き手責任」・「話し手責任」という表現は池上
嘉彦 (2006)がアメリカの日本語学者ハインズの論文（John Hinds ‘Reader vs. Writer 
Responsibility: A New Typology’ 1987）を参考に述べているものである (pp.233-234)。
つまり、日本語では聞き手あるいは読み手にコミュニケーションの成功への責任があ
り、英語では話し手あるいは書き手にその責任があるということである。池上氏は日
本の俳句が英訳し難いことを例に上げ、この困難さも「聞き手責任」・「話し手責任」
という各特徴に関係があると述べている。日本で生まれ育った人は俳句を読んでその
状景を思い浮かべることができる。著書の中では「古池や　蛙とびこむ　水の音」と
いう芭蕉の句を例に挙げており、この句の英訳はいくつかあるのだが、その中から二
つ紹介しておこう。
　(Ａ ) 　　The ancient pond
　　　   A frog leaps in
　　　   The sound of the water.
　(Ｂ ) 　　A lonely pond in age-old stillness sleeps…
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　　　   Apart, unstirred by sound or motion … till
　　　    Suddenly into it a lithe frog leaps.
(池上 2006pp.230-231 括弧内の記号は便宜上、変更した )
　上の英訳を見て分かるように、(Ａ )のように原文に忠実に、語彙を少なく訳して
いるものも、(Ｂ )のように意訳しているものもある。原文に忠実な訳は、英語母語
話者からすれば “So what?”（だから、どうなの？）となる。英語母語話者の母語は「話
し手責任」という言語表現上の特徴を持つため、語彙や説明の少ない俳句を理解する
のに慣れていないといえる。
　「よろしく」表現について考えてみても、依頼履行のコストを高めないよう、間接
的に依頼内容を詳細に述べないで済む「よろしく」は「聞き手責任」という特徴を強
く持つ表現だといえる。聞き手の責任によって聞き手側、つまり被依頼者が依頼の履
行度を設定できるのである。それに対し「話し手責任」の特徴を持つ英語では「よろ
しく」のような「聞き手責任」的表現を用いられてもそれは理解しがたく、その依頼
は重要度の低いものだとみなされるのではないだろうか。そのため前節で見た用例の
ように、「よろしく」を翻訳すると直接的な、時にはぞんざいな表現になるのだと考
えられる。以上のことから、「よろしく」表現は日本語のこうした意味での典型的特
徴を示した表現と言えるのである。つまり、語彙や説明が少なくても相手に伝わる、
或はその方がコミュニケーションを上手くとれるということを端的に表わしているの
が、この「よろしく」という表現だと考える。
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